
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

経済的理由による中退・学費滞納調査 

 
 全国35都道府県344校の全日制私立高校（生徒数：27万7826人）、26都府県147校の私立中学生（5万

4892人）を対象とした2021年度末「経済的理由による中退・学費滞納調査」。県内全私学17校の結果を集約し

た青森県私教連が、6月23日記者発表を行いました。 

        

「私学の無償化」はまだ折り返し地点です。秋に向け、世論化し旺盛な署名運動を! 

 

７月１日(金)、院内集会・中央要請行動!! 
参院選で「５年で軍事費GDP比２倍」にするか否かが争点のひとつに 

‘23年度概算要求で文科省に教育予算・私学助成予算大幅増額で要求するよう訴えていきましょう 

各都道府県から積極的な参加を!!  本日が名前による参加登録の締め切り日です 

 
全全国国私私私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会((事事務務局局：：全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合連連合合))  
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青森私教連及び「青森私学をそだて

る会」は、県の私立高校授業料減免制

度を拡充させるために、県向け請願の

採択をめざして与党県議会議員を動か

すことや、私中高協会での学習会の実

施など、私学の学費問題の解消に向け

共同を広範に広げるとりくみを具体的

に発展させてきました。その一環とし

て、「私学の学費問題を県民世論化す

る」ことを大きなねらいとして、「経済

的理由による中退調査」「学費滞納調

査」の集約校を拡げるとりくみに力を

入れました。数年間の努力の結果、県

内全私学の調査結果の集約を実現しま

した。今回も県内全17私学の調査結

果を集約し、発表しています。 

「学費滞納」については全国が調査史上

最少の数値となったのに対し、青森は増

加しました。それを中心に据えた発表が

左の記事となっています。 


